
JA富里市

東美の里
2017

５
月号

No.452

TOMINOSATO

JAと地域の人々をむすぶ広報誌

塩
しおざわ

澤　英
ひでかず

一さん

詳細はP11へ

今

月
の農ライ

フ

農家組合長会総会開催	 2ｐ

営農情報	 4ｐ

特集「外来生物から考える私たちの暮らし」	6･7ｐ

富里歌壇	 9ｐ

CONTENS



ト
ピ
ッ
ク
ス

國本教育長へ目録を手渡す根本組合長

あいさつをする新会長の平野さん

市場からの期待を受けて

全議案に賛成をいただきました
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食
育
教
材
本
を
贈
呈

　

Ｊ
Ａ
は
４
月
４
日
㈫
、
市
内
の
小
学

生
に
食
・
環
境
と
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ア
グ

リ
・
エ
コ
サ
ポ
ー
ト
基
金
が
発
行
す
る

補
助
教
材
本
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
」
を
市
教
育
委
員
会
に
贈
り
ま

し
た
。

　

こ
の
教
材
本
は
、
農
産
物
の
生
産
・

流
通
を
は
じ
め
、
日
本
の
農
業
を
め
ぐ

る
状
況
を
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
使
い
、

小
学
生
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
根
本
実
組
合
長
が
市

役
所
を
訪
ね
、
國
本
與
一
教
育
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

農
家
組
合
長
会

�
総
会
を
開
催

　

Ｊ
Ａ
と
富
里
市
は
４
月
25
日
㈫
、
平

成
29
年
度
農
家
組
合
長
定
期
総
会
と
、

富
里
市
植
物
防
疫
協
会
の
通
常
総
代
会

を
Ｊ
Ａ
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
28
年
度
の
事
業
や

収
支
決
算
に
つ
い
て
の
報
告
と
、
平
成

29
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
書
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り
、
次
の
方

が
新
役
員
・
監
事
に
決
ま
り
ま
し
た
。

【
新
役
員
・
監
事
の
皆
さ
ま
】

会　

長　

平
野　
　

賢
（
宮
内
）

副
会
長　

小
倉　

孝
夫
（
七
栄
第
三
）

　

〃　
　

諸
口　

幸
雄
（
四
区
）

　

〃　
　

杉
本　

好
一
（
三
区
）

評
議
員　

福
井　

徳
夫
（
七
栄
第
二
）

　

〃　
　

青
木　

英
雄
（
二
重
堀
）

　

〃　
　

塩
野
谷
雅
司
（
実
の
口
）

　

〃　
　

田
口　

明
示
（
旧
平
）

　

〃　
　

増
田　

英
史
（
武
州
）

　

〃　
　

森
下　
　

満
（
十
倉
）

監　

事　

谷
口　

和
雄
（
七
栄
中
央
）

　

〃　
　

相
川　

英
明
（
中
沢
西
部
）

　

〃　
　

石
田　

政
行
（
二
区
）

�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ス
イ
カ
の
生
育
を
確
認

　

Ｊ
Ａ
西
瓜
部
は
４
月
21
日
㈮
、
Ｊ
Ａ

全
農
ち
ば
や
指
定
市
場
・
種
苗
会
社
を

招
き
、
平
成
29
年
度
西
瓜
販
売
会
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

情
勢
報
告
後
、
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
を

巡
回
し
、
ス
イ
カ
の
生
育
状
況
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
、
情
報
交
換
を
し
ま
し

た
。

　

し
っ
か
り
と
生
育
し
て
い
る
ス
イ
カ

を
見
て
指
定
市
場
担
当
者
は
「
富
里
ス

イ
カ
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
今
年
も
富

里
ブ
ラ
ン
ド
を
し
っ
か
り
保
持
し
、
出

荷
を
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。



ト
ピ
ッ
ク
ス

たくさんの方にご購入いただきました

正しく使って有効活用を

腰が痛くなった収穫作業

農畜産物ＰＲに全力投球します！
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と
み
ち
ゃ
ん
＆

さ
と
み
ち
ゃ
ん
お
披
露
目

　

地
域
・
農
業
の
活
性
化
と
し
て
Ｊ
Ａ

共
済
と
Ｊ
Ａ
富
里
市
は
、
富
里
の
農
産

物
の
宣
伝
効
果
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｊ

Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
“
と
み

ち
ゃ
ん
”
と
“
さ
と
み
ち
ゃ
ん
”
の
着

ぐ
る
み
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
時

に
活
用
し
、
産
地
ア
ピ
ー
ル
を
さ
ら
に

強
め
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
る
ス
イ
カ

を
皮
切
り
に
、
多
く
の
消
費
者
へ
富
里

の
農
産
物
の
お
い
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力

を
注
い
で
い
き
ま
す
。

直
売
部
会
農
薬
研
修
会

　

Ｊ
Ａ
直
売
部
会
は
４
月
28
日
㈮
、
Ｊ

Ａ
会
議
室
で
農
薬
研
修
会
を
開
催
し
、

産
直
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
を
す
る
生
産
者

27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

北
興
化
学
工
業
株
式
会
社
東
京
支
店

の
有
田
一
好
氏
よ
り
、
農
薬
の
安
全
性

や
、
作
物
ご
と
の
病
害
虫
と
防
除
例
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

有
田
氏
は
、
農
薬
使
用
時
は
ラ
ベ
ル

表
示
を
守
り
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布

を
す
る
こ
と
で
薬
剤
を
安
全
に
有
効
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

新
入
職
員
畑
で
学
ぶ

　

新
入
職
員
７
人
が
４
月
７
日
㈮
、
新

人
研
修
の
一
環
と
し
て
、
田
口
貴
彦
さ

ん
宅
（
旧
平
）
で
圃
場
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

農
作
業
を
初
め
て
経
験
す
る
職
員
が

ほ
と
ん
ど
の
中
、
ネ
ギ
の
収
穫
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
「
店
に
並
ん
で
い
る
状

態
が
当
た
り
前
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で

に
生
産
者
の
大
変
な
作
業
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。」
と
の
声
も
あ
り
、
Ｊ

Ａ
職
員
と
し
て
、
組
合
員
の
立
場
に

立
っ
た
物
事
の
考
え
方
を
知
る
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

情
熱
カ
レ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か

　

産
直
セ
ン
タ
ー
２
号
店
は
４
月
13
日

㈭
、
情
熱
カ
レ
ー
の
試
食
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。

　

情
熱
カ
レ
ー
は
、
Ｊ
Ａ
富
里
市
が
豚

肉
、
Ｊ
Ａ
山
武
郡
市
が
タ
マ
ネ
ギ
、
Ｊ

Ａ
千
葉
み
ら
い
が
ニ
ン
ジ
ン
、
Ｊ
Ａ
き

み
つ
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
提
供
し
製
造
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

試
食
に
は
、
富
里
産
の
米
も
使
用
し
、

地
産
地
消
満
載
の
Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
店
者
か
ら
は
「
具
材
が
大
き
く
て
、

味
も
香
り
も
良
く
お
い
し
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。



営　

農　

情　

報

物理的性質
土の固さ

水はけの良し悪し

化学的性質
土壌の養分
ｐH

畑の健康診断を定期的に
行ないましょう！H2

N2
N2

地
力

生物的性質
土壌中の微生物

土壌診断処方箋のイメージ

【図１：土壌の性質】
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土壌診断の活用 �
～土の健康診断をしましょう～

１．良い土壌とは
　土壌が作物の生育にとって好適な状態にあるかどうかは、土壌の性質を見ることで分かります。土
壌は図.１のように、３つの性質が相互に影響しており、総合的に分析する必要があります。

２．土壌診断の必要性
　富里管内のハウス土壌では、肥料成分(窒素、リン酸、加里、塩基)の蓄積が見られます。一方、露
地畑では、塩基(石灰、苦土、加里)の不足、バランスの崩れ、リン酸不足の傾向があります。土壌肥
料成分の過不足を把握し、土づくり資材等の適切な投入を行うことで、作物の収量・品質の安定・向
上につながります。土壌のバランスは、一度壊れてしまうと改善に大変な時間と労力がかかります。
定期的に土壌診断を行い、良好な状態を保ちましょう。

３．土壌診断の流れ
ステップ１　土壌の採取
　分析したい圃場の土を採取します。サンプ
ル１点につき２００ｇ程度必要です。採取方
法につきましては、JA 営農指導課にお問合
わせください。

ステップ２　土壌診断の申込み
　JA窓口にて受付を行っております。土を
入れた袋にお名前・生産者番号・圃場名等を
記入のうえ、土壌診断申込書(窓口にありま
す)を添えて、搬入してください。

ステップ３　診断結果を受け取る
　分析結果は、処方箋として郵送で報告いたします。結果が出るまで３週間程度かかりますので、作
付に間に合うよう、余裕をもってサンプルの採取を行なってください。

ステップ４　診断結果を基に施肥を行なう
　処方箋を基に施肥設計を行ない、施肥を行ないましょう。



女
性
部
レ
タ
ー

　

Ｈ28年度「食と農の活動」の様子（成田エクセルホテル東急）
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こんにちは女性部です！こんにちは女性部です！
　JA女性部は 4月 10日（月）、役員支部長会議を開催し、今後の活動や毎年行っている女性部視察

研修会の行先等について話し合いました。今年も部員の皆様に楽しんでいただけるような活動を

行い、女性部を盛り上げていきたいと思います。

～今後の予定～

・6月　『食農教育活動』

　　内　容：すいとん作り (浩養小 )

・7月下旬～8月上旬　『食と農の活動』

　　内　容：テーブルマナー教室（洋食）

　　場　所：成田市内ホテル

・8月下旬　『趣味・文化の活動』

　　内　容：タオル・手拭い帽子作り

・8月下旬～9月上旬　『女性部視察研修』

　　場　所：日清オイリオ視察研修と新横浜プリンスホテル

※今年のサークル活動のお知らせは、個人宛通知にてご案内いたします。

JA女性部では、新規加入者を募集しています。

　＊対象者：JA富里市　正組合員およびご家族の方

　　　　　　(70歳の方までが対象となります )

　＊年会費：1,000円

お気軽にご連絡下さい！

お問合わせ・お申込みは事務局（TEL：93-5652　石）まで



特　

集
外来生物案内人
五箇公一さん（ごか こういち）
農学博士。
国立研究開発法人国立環境研究所 
生態リスク評価対策研究室　室長

外来種は、私たちの
経済を映す鏡です
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外
来
生
物
は

こ
う
し
て
増
え
た

　

外
来
生
物
は
人
の
移
動
の
歴
史
と
共
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
自
然
界
で
起
こ
り
え
な
か
っ
た
移
動

を
人
間
が
い
と
も
簡
単
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

産
業
革
命
以
降
、
莫
大
（
ば
く
だ
い
）
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
始
め
る
よ
う
に
な
る
と
飛
行
機
や
船

な
ど
移
動
手
段
も
大
き
く
変
化
し
、
物
資
や
人
が

世
界
中
に
、
大
量
に
、
高
速
移
送
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
人
間
自
身
が
山
や
森
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
所
を
開
発
し
て
都
市
化
を
進
め
た
こ
と
で
、
本

来
そ
の
場
所
に
生
き
て
い
た
生
き
物
が
生
息
し
に

く
く
な
り
、
そ
こ
に
外
来
生
物
が
入
り
込
む
余
地

が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
急
激
に
進
行

し
、
結
果
、
外
来
生
物
が
激
増
し
た
の
で
す
。

外
来
生
物
が
与
え
る
影
響

何
が
問
題
な
の
か

　

な
ぜ
外
来
生
物
が
移
送
さ
れ
た
の
か
。
そ
も
そ

も
飼
育
や
観
賞
、
食
用
、
衣
料
、
農
業
、
害
獣
対

策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
運
び
込
ま
れ
た
生
物

が
、
逃
げ
出
し
た
り
放
さ
れ
た
り
し
た
結
果
、
野

生
化
し
て
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

外
来
生
物
が
す
み
着
く
こ
と
で
何
が
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
は
次
の
5
点
で
す
。

⑴
　
元
来
生
息
し
て
い
た
在
来
生
物
が
食
べ
ら
れ

る

⑵
　
在
来
生
物
と
の
間
で
競
合
が
起
こ
り
、
在
来

生
物
の
生
き
る
環
境
が
奪
わ
れ
る

⑶
　
環
境
が
破
壊
さ
れ
災
害
の
原
因
に
な
る

⑷
　
交
雑
に
よ
り
遺
伝
的
固
有
性
が
損
な
わ
れ
る

⑸
　
人
に
害
を
及
ぼ
す
、
農
業
や
林
業
な
ど
産
業

に
被
害
を
及
ぼ
す

外
来
生
物
と
の
付
き
合
い
方

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

何
よ
り
一
番
の
問
題
は
多
様
性
の
喪
失
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
単
純
に
外
来
種
が
人
間
に
迷
惑

を
掛
け
る
、
掛
け
な
い
と
い
う
部
分
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
、
同
時
に
世
界
中
で
進
行
し
て
い

る
問
題
で
、
都
市
開
発
が
進
む
と
同
じ
外
来
生
物

種
が
は
び
こ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

に
合
わ
せ
て
、
生
き
物
が
進
化
し
て
作
っ
て
き
た

世
界
が
壊
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
終
的

に
は
多
様
性
を
失
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
人
間
自
身

が
作
っ
て
い
る
環
境
が
ど
ん
ど
ん
均
一
化
し
て
い

る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ

景
色
と
い
う
の
は
、
感
性
か
ら
見
て
も
つ
ま
ら

な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
外
来
生
物
の
せ
い
で
、

あ
る
い
は
都
市
開
発
の
せ
い
で
日
本
人
の
感
性
も

日
本
ら
し
さ
を
失
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
と

危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。
現
状

を
知
り
、
法
律
に
よ
る
規
制
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
問
題
意
識
を
高
め
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
と
考
え
ま
す
。

　

外
来
生
物
問
題
の
予
防
策
と
し
て
、
⑴
入
れ
な

い
、
⑵
捨
て
な
い
、
⑶
拡
（
ひ
ろ
）
げ
な
い
、
の

3
原
則
が
環
境
省
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き

な
問
題
を
起
こ
す
外
来
生
物
を
見
つ
け
た
ら
、
生

き
た
ま
ま
持
ち
帰
ら
ず
、
そ
の
場
所
の
管
理
者
や

役
所
に
連
絡
し
、
相
談
す
る
の
も
方
法
で
す
。
外

来
生
物
は
本
来
、
悪
い
生
き
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
人
間
の
手
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
。
現
状
を
見
直
し
、
私
た
ち
自
身
の
意
識
か
ら

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日本の在来生物も 
外来生物となる

　外国から連れて来られた生物
だけでなく、日本の生物でも、
もともと住んでいない地域へ持
ち込まれると外来生物となりま
す。シカやタヌキなども外来生
物なのです。
　実は外来生物の問題は世界共
通です。つまり、日本の在来生
物が外国へ持ち込まれて問題に
なることもあります。米国に運
ばれたクズは良い例です。

身
近
な
所
に
い
っ
ぱ
い
！

外
来
生
物
か
ら
考
え
る

私
た
ち
の
暮
ら
し

外
来
生
物
と
は
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
本
来
生
息
す
べ
き
場
所
か
ら
別
の
場
所
へ
移
送
さ
れ
、

新
天
地
で
定
着
し
分
布
拡
大
し
た
生
物
で
す
。

今
、
日
本
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
約
２
０
０
０
種
。

そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
来
生
物
案
内
人
の
五
箇
公
一
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。
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（C）環境省

東京・神奈川・静岡・愛知・岐阜・京都・ 
大阪・兵庫・岡山・広島・山口・徳島など

アルゼンチンアリ
形態：体長約2.5mm。体色は黒褐色、複眼
はやや大きく、頭部背面前方寄りに位置する
生息環境：働きアリの活動温度帯は5～35度
侵入経路：1993年ころ建築資材などに紛れ
込んで侵入した可能性が指摘されている
影響：人家への侵入、アブラムシ類、カイガ
ラムシ類など農業害虫の保護。種子の加害に
よる農業被害。ミツバチの巣箱の蜜を食害
影響を受ける在来生物：在来のアリ類との競
合
防除：アリ駆除剤散布など

（C）JWRC

北海道を除くほぼ全国

ホテイアオイ
別称：ホテイソウ、ウォーターヒヤシンス

自然分布：南米
形態：多年生の浮遊性植物。高さは0.1～
1.5m で生育環境に依存。葉は卵心形～円心
形、無毛で光沢があり、葉柄はふくらんで浮
き袋になる。水中に根をのばす。花は淡紫色
生息環境：暖地の湖沼、ため池、河川、水路、
水田、泥土上
国内移入分布：関東甲信越～九州、琉球列島、
八丈島（伊豆諸島）。九州・四国が特に多い
侵入経路：明治中期に観賞用、家畜飼料とし
て導入
影響：遮光によるため池等の止水域における
水生生物群集の改変。水流の阻害。船舶の運
航や漁業の障害など
影響を受ける在来生物：動物を含む水生生物、
イネなど
法的扱い：移入規制種（佐賀県 環境の保全
と創造に関する条例）
防除方法：物理的な除去。生育初期のソウギョ
の放流。微生物除草剤の開発。現時点では物
理的採集以外、具体的な方法はない

（C）国立環境研

北海道など

セイヨウオオマルハナバチ
自然分布：欧州
形態：体長10～20mm のハナバチ。全身に
毛を持ち、頭部は黒、胸部は黒・黄色・黒の
横しま模様、腹部は黒・黄色・黒・白の横し
ま模様
生息環境：ネズミなどの古い巣穴を利用して
地中で営巣・繁殖する
侵入経路：温室栽培農業（トマトなど）の授
粉を目的として輸入されたが、温室から逃げ
出したものが定着
影響：交雑による在来種の不妊化に伴う繁殖
阻害。利用植物の40～70％が在来のマルハ
ナバチ属と競合する
影響を受ける在来生物：在来マルハナバチに
送粉を依存している野生植物（エゾエンゴサ
クなど）
防除：これまで駆除に成功した例は海外では
ない。国内では使用に当たってハウスにネッ
トを展張すること、使用済みの巣箱を適正に
処分することで逃亡を防止する
問題点など：海外ではそもそも防除しておら
ず、防除事例がないことが問題

（C）宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 藤本泰文

ほぼ全国

オオクチバス、ブラックバス
自然分布：北米
形態：全長30～50cm 
生息環境：山上湖、ダム湖、平地の天然湖沼、
小規模なため池から河川中～下流域、汽水域
に至る多様な水域
侵入経路：1925年に釣り対象、食用として
神奈川県芦ノ湖に導入
影響：捕食や競争を通じ、在来生物に直接的
または間接的な影響を及ぼす
影響を受ける在来生物：在来生物群集
防除：稚魚のすくい取り、産卵床の破壊、人
工産卵床の設置、地引き網など
問題点など：バス釣り人口は300万ともいわ
れ、バス釣りに依存した産業が形成されてい
る。釣り人が悪者ではなく「密放流」が問題

（C）国立環境研

ほぼ全国

アライグマ
自然分布：北米～中米（カナダ南部～パナマ）
形態：頭胴長40～60cm、尾長20～40cm、
体重4～10kg、まれに20kg、雄は雌よりや
や大型、毛色は灰色から明るい茶褐色で尾に
黒い輪が4～10本ある。目を覆うように黒い
帯がある
生息環境：都市部から森林・湿地帯までの水
辺に生息。巣は木のうろや岩穴、人家や畜舎
侵入経路：動物飼育施設から逸走、ペットの
逸出・放逐
影響：在来の中型哺乳類との競合、鳥類への
営巣妨害・営巣放棄、野生生物の捕食、食性
や営巣場所の競合、農業被害（特にトウモロ
コシ被害が深刻）。文化財を含む建造物への
侵入・損壊、病原体の媒介
影響を受ける在来生物：タヌキ・キツネな
どの中型哺乳類（競合）、サギ類などの鳥類

（営巣妨害）、爬虫（はちゅう）両生類、昆虫、
甲殻類（捕食）
防除：箱わな・エッグトラップによる捕獲。
捕獲時期・対象個体などによって実質的な効
果が異なり、十分な事前調査と計画的な対策
が必要
問題点など：計画的な対策により低密度化・
影響低減が見られる事例がある一方、農業被
害防止を主目的とした対症療法では、個体数
が多過ぎ効果が上がっていないケースも。全
国規模の防除の展開が必要

詳
細
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
侵
入
生
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.nies.go.jp/biodiversity/invasive/

象
徴
的
な
外
来
生
物
と
、

主
に
農
業
に
関
わ
る
外
来
生
物
を

紹
介
し
ま
す
。
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富
里
歌
壇

富
里
歌
壇

暮
に
蒔
き
し
莢
い
ん
げ
ん
は
順
調
で
農
家
の
友
に
ほ
め
ら
れ
て
い
る

温
き
日
の
続
き
た
る
朝
い
ん
げ
ん
の
白
き
花
一
つ
開
く
を
見
つ
け
ぬ

�

秋
葉　

清
子

小
高
き
を
居
場
所
と
き
め
て
幾
年
か
出で

猩
し
ょ
う
じ
ょ
う猩

一
樹
苔
む
し
て
来
ぬ

ひ
と
り
言
ぼ
や
い
て
消
し
て
空
見
上
ぐ
シ
リ
ア
難
民
お
も
い
て
佇た

て
り

�

鳴
田　

き
よ

爛
漫
と
し
だ
れ
る
桜
の
際
通
る
先
を
急
ぐ
身
の
惜
し
み
つ
つ
過
ぐ

帰
え
り
に
は
夜
桜
を
観
て
来
る
と
言
い
空
を
見
上
げ
て
孫
出
勤
す

�

黒
田　

照
子

道
一
つ
曲
が
り
違
え
て
行
き
ま
ど
う
花
に
あ
え
ぬ
と
小
さ
き
諍い

さ

か
い

桜
守
る
人
の
い
て
こ
そ
こ
の
花
と
小
耳
に
聴
こ
え
る
城
址
公
園

�

中
川　

キ
ヨ
子

擽
く
す
ぐ

っ
た
き
お
も
ひ
に
堪
え
て
か
家
裏
の
老
い
し
桜
は
昼
に
綻
ぶ

車
椅
子
の
人
ら
に
ひ
く
く
枝
延
べ
て
咲
き
の
極
み
を
見
せ
ゐ
る
さ
く
ら

�

古
川　

芳
子

�

と
み
さ
と
短
歌
会

営 農 部（販売・指導） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

購 買 生 活 課（購買店舗） ＴＥＬ ０４７６- ９３- １９１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ４８３２

購 買 生 活 課（生活事業） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

金 融 部（金融・共済） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

機 械 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９３- ８６８３ ＦＡＸ ０４７６- ９３- ８４８１

産 直 セ ン タ ー １ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９１- ０５２０ ＦＡＸ ０４７６- ９１- ０５２１

産 直 セ ン タ ー ２ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９０- ３３３１ ＦＡＸ ０４７６- ９０- ３３３２

総 務 部 ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

ＪＡ富里市直通電話番号一覧表

※緊急事故連絡先（夜間・休日）　TEL ０１２０- ２５８- ９３１・葬祭等 TEL ０４７６- ９２- ０９８３

◎間違い電話により、ご迷惑を被っている方がいらっしゃいます。番号をよくお確かめの上、おかけ下さい。
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組合員・利用者の皆さまのために頑張ります！
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氏
　
名　

添そ
え

田だ　

光み
つ
あ
き彰

配
　
属　

購
買
生
活
部
購
買
生
活
課

年
　
齢　

22
歳

出
身
校　

東
京
情
報
大
学

抱
　
負　

一
日
一
歩
前
進
し
、
組

合
員
皆
さ
ま
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

氏
　
名　

細ほ
そ

野の　

恵け
い

配
　
属　

営
農
部
電
算
課

年
　
齢　

23
歳

出
身
校　

千
葉
商
科
大
学

抱
　
負　

精
算
業
務
は
小
さ
な
ミ

ス
が
大
き
な
損
失
に
つ
な
が
る
為
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

氏
　
名　

畑は
た　

真ま

い愛

配
　
属　

金
融
部
融
資
課

年
　
齢　

23
歳

出
身
校　

日
本
大
学

抱
　
負　

覚
え
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
仕
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
思
い

ま
す
。

氏
　
名　

下し
も
か
わ川　

賢さ
と

樹き

配
　
属　

営
農
部
販
売
課

年
　
齢　

25
歳

出
身
校　

明
治
大
学

抱
　
負　

生
産
者
あ
っ
て
の
私
達

だ
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置

い
て
頑
張
り
ま
す
。

氏
　
名　

今い
ま

井い　

唯ゆ
う

貴き

配
　
属　

営
農
部
産
直
事
業
課

年
　
齢　

24
歳

出
身
校　

城
西
国
際
大
学

抱
　
負　

田
舎
を
守
り
た
い
、
ふ

る
さ
と
を
守
り
た
い
と
い
う
信
念

の
下
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

氏
　
名　

小こ

石い
し
か
わ川　

美み

き妃

配
　
属　

総
務
部
総
務
課

年
　
齢　

22
歳

出
身
校　

東
京
未
来
大
学

抱
　
負　

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
応

対
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
る
く
元
気
に
笑
顔
で
頑
張
り
ま

す
。

氏
　
名　

髙た
か
ざ
わ澤　

良り
ょ
う

太た

配
　
属　

営
農
部
産
直
事
業
課

年
　
齢　

24
歳

出
身
校　

城
西
国
際
大
学

抱
　
負　

自
分
の
働
き
で
富
里
を

唯
ひ
た
す
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
！

夏期の節電対策　「クールビズ」の取り組み
≪実施期間≫平成29年５月１日㈪～平成29年10月31日㈫まで

期間中は軽装（ノーネクタイ・ノー上着）にて失礼いたします。
理解いただきますようお願い申し上げます。

新入職員紹介
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PROFILE
　JA養豚部部長の塩澤さんは
62歳。1500頭の肉豚を飼育
する傍ら、一般社団法人日本養
豚協会理事やナイスポークチバ
推進協議会会長を務め、多忙な
日々を送っています。
　趣味は音楽や映画鑑賞。特に
ジャズがお好きなんだそうです。

塩
しおざわ

澤　英
ひでかず

一さん
（四区地区）

今月の表紙

　

　

　自然環境に恵まれた塩澤農場

元気いっぱいの豚たち
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豚
の
気
持
ち
を

　
　
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

　

会
社
員
だ
っ
た
塩
澤
さ
ん
は
、
25
歳
で
父
親
が
営
む

養
豚
業
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
ま
し
た
。
若
い
頃
は
必
死

に
日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
理
系
出

身
の
塩
澤
さ
ん
は
当
初
、
数
字
や
理
論
で
豚
を
管
理
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
豚
の
気
持
ち
に
な
っ

て
飼
育
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
生
産
性
が
上
が
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
50
歳
を
迎
え
る
頃
で
し
た
。

気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

　

一
度
の
出
産
で
12
～
13
頭
を
産
む
母
豚
や
、
約
半
年

で
出
荷
す
る
豚
た
ち
の
た
め
に
、
塩
澤
さ
ん
は
き
れ
い

な
空
気
・
水
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
与
え
、
暑

さ
寒
さ
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
を
極
力
減
ら
し
、
日
々
気
配

り
を
し
て
い
ま
す
。
一
日
の
う
ち
８
時
間
は
豚
舎
で
過

ご
す
の
だ
そ
う
で
す
。「
人
も
豚
も
同
じ
で
、
気
持
ち

良
く
過
ご
せ
る
こ
と
が
大
切
。
豚
１
匹
１
匹
に
目
を
か

け
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
母
親
の
気
持
ち
と
一
緒
で

す
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

房
総
ポ
ー
ク
の
普
及
・
拡
大
の
た
め
に

　

塩
澤
さ
ん
の
飼
育
す
る
豚
の
95
％
が
房
総
ポ
ー
ク
。

房
総
ポ
ー
ク
は
出
荷
前
の
約
60
日
間
に
与
え
る
エ
サ
に

こ
だ
わ
り
、
海
藻
粉
末
や
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の
み
を

使
用
し
た
専
用
飼
料
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
豚

肉
特
有
の
臭
み
が
少
な
く
、
柔
ら
か
い
食
感
に
仕
上
が

り
ま
す
。「
美
味
し
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
違
う
。

今
の
時
代
に
合
っ
た
豚
肉
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」
と

塩
澤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に
輸
入
豚
肉
が
増

加
す
る
中
「
消
費
者
に
ど
う
し
た
ら
房
総
ポ
ー
ク
を
選

ん
で
も
ら
え
る
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
富
里
は
豊
か
な
恵
み
に
富
み
、
そ
の
恵
み
の
数

だ
け
生
産
者
の
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
に
こ
だ
わ
り
、
農
業
に
懸
け
る
み
な
さ
ん

を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

農
ラ
イ
フ 

～
農
に
生
き
る
～
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３月末の事業実績

� ３月31日現在

貯 金 残 高� 21,605,023千円

貸 出 金 残 高� 5,999,153千円

長期共済保有高� 96,768,880千円

販 売 品 販 売 高� 1,963,522千円

直 売 所 売 上 高� 108,621千円

購 買 品 供 給 高� 417,516千円

出  資  金� 587,800千円

組 合 員 数� 2,977人

（正組合員：1,757人／

� 准組合員：1,220人）

出資金名義、組合員資格等の変更

が生じた場合、総務課までご連絡

ください。

パプリカのツナグラタン

ピーマンのきんぴら

パプリカ（赤・黄）� ��� 各1個
ツナ缶（70ｇ）������� 3缶
合わせ調味料など
　マヨネーズ����� 大さじ2
　白みそ�������大さじ１
　トマト（みじん切り）��大さじ１

　タマネギ（みじん切り）��大さじ１
オリーブ油��������適宜
パン粉����������適宜
パルメザンチーズ�����適宜
こしょう………………………適宜
パセリ����������適宜

ピーマン��������� 6個
ごま油�������� 大さじ2
いりごま・一味とうがらし�適宜

合わせ調味料
　しょうゆ・料理酒�� 大さじ1
　みりん������� 大さじ1
　料理酒������� 大さじ1
　砂糖�������� 小さじ1

　作り方

⑴　パプリカは縦４等分にして種を取り除く。
⑵　ボウルに油を切ったツナを入れ、合わせ調味料などを混ぜ合わせる。
⑶　⑴に混ぜ合わせた⑵を載せ、オリーブ油を入れたフライパンで焼き色を付

ける。
⑷　予熱したトースターにアルミホイルを敷き、⑶を5分焼き、パン粉とパル

メザンチーズを掛け1分焼く。
⑸　仕上げに、こしょう・パセリを振って出来上がり。

　作り方

⑴　ピーマンは縦半分に切り種を取り除き、細切りにする。
⑵　フライパンにごま油をひき、強火で煙が出るまで熱する。
⑶　細切りにしたピーマンを強火のまま20秒炒め、合わせ調味料を入れ10秒

炒める。
⑷　器に盛り、上から一味・いりごまを掛けて出来上がり。

材 料
（４人分）

材 料
（４人分）

　　point
フライパンで焼くときは、中火でじっくりと焼くと甘味が引き
出せます。

　　point
できるだけ短時間で調理して、食感を残しましょう。

 料理
ステップアップ

楽しく

今回から茨城県笠間市にあるキッチン晴人（ハレジン）の
オーナーシェフ・永井智一さんに教えていただきます。

「キッチン晴人」のオーナーシェフ
永 井 智 一（ながい ともかず）

1975年茨城県水戸市生まれ。高校卒
業後、都内のすし店で修業後、帰郷し
懐石料理を学ぶ。2013年12月に畑と
つながるをコンセプトとした「キッチ
ン晴人」をオープンし、地元農産物を
生かした料理を提供中！


